祭祀としての造形遊び　子供達の自然発生的な造形遊びは祭祀性を持つか by 村松 和彦
祭祀としての造形遊び
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The Formative Plays as Rites
Does the Spontaneous Formative Plays of children have rites?
村　松　和　彦（作新学院大学人間文化学部）
要　約
　朝、小学校の校庭には、子供達が前日の昼休みや放課後に小石や草、木の葉、
木の枝などで遊んだ跡がある。それらを自然発生的な造形遊びの痕跡とするな
ら、その表現は学習指導要領解説に述べられている造形遊びの要件を満たしてい
る。校庭に残された造形遊びの痕跡には、表現に、例えば円形という形の共通性
があり、図画工作科としての造形遊びを超えた祭祀性を見出すことができると考
えた。写真で記録しておいた痕跡を検討した結果、子供達が残す円形の痕跡は、
何かしら子供達にとって必然性があるからこそ生まれるものであり、子供達を突
き動かしている根本的な理由は、「祭祀を執り行う行為者がある特定のモノを用
いて、一定の場・空間においてカミ・精霊・祖霊などの不可視の超自然的な存在
に対し、何らかの働きかけ」であることから造形遊びの祭祀としての性質（祭祀
性）があると考えられる。
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1 ．はじめに
　早朝に校庭の安全点検で見回りをしてい
ると校庭には前日子供達が遊び残した描き
跡や自然物の構成が残っていることがあ
る。授業で教師からの提案を受け、期待に
応えようとか良い成果をあげたいとか、そ
れが評価されることを前提につくられたも
のでなく、子供達が自発的に思いついた形
と色を残した跡である。これは平成29年度
に告示された小学校学習指導要領解説にあ
る「児童は、幼いころから、身近な人やも
のなどと関わり合いながら生きている。自
分の感覚や行為を手掛かりに、周りの人や
身近なもの、自然などの環境に、自分から
働きかけたり働きかけられたりしながら成
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長していく。そのことを造形的な面から捉
えると、次のような姿が見られる。例えば、
初めは身近なものに触れ、その心地よさに
浸っているが、次第に地面や身近にある紙
などに跡が残せることに気付き、線や形を
かいてその形を意味付けする。それはやが
て、表現の欲求と結び付き、自分の願いや
思いを表すことの楽しさや喜びを味わうよ
うになる姿である。」 1）にまさに沿う活動で
ある。さらにこの子供達の活動は、前掲の
小学校学習指導要領解説では、「～前者は、
身近にある自然物や人工の材料、その形や
色などから思い付いた造形活動を行うもの
である。児童は、材料に働きかけ、自分の
感覚や行為などを通して形や色などを捉
え、そこから生まれる自分なりのイメージ
を基に、思いのままに発想や構想を繰り返
し、手や体全体の感覚などを働かせながら
技能などを発揮していく。これは遊びのも
つ能動的で創造的な性格を学習として取り
入れた材料などを基にした活動で、この内
容を『造形遊びをする』とし」 2）と文部科
学省が定義する「造形遊び」の内容と合致
している。もちろんその定義は図画工作の
教科としてのあり方であるが、校庭に残さ
れた描き跡や自然物の構成は大人の指導が
入らない自然発生的に行われた造形遊びで
あり、造形遊びを超えた「祭祀」とも考え
られる様相を示していると考える。祭祀考
古学の研究者である石井は、例えば考古学
の中で、「ここでの『祭祀』とは、広義の
祭りや宗教的儀礼・儀式を包括したものと
して扱うが、考古学において研究対象とな
る『祭祀』は、祭祀を執り行う行為者があ
る特定のモノを用いて、一定の場・空間に
おいてカミ・精霊・祖霊などの不可視の超
自然的な存在（supernatural being）に対し、
何らかの働きかけを行った痕跡が、今日ま
で残されているものに限定される。」 3）と述
べているからである。子供達の造形遊びの
痕跡は、形が円であることが多い。以上の
事から、本稿では子供達が残した形と色の
代表的なものをあげ、自然発生的な造形遊
びが祭祀としての性質を帯びていることに
ついて明らかにするものである。
2 ．造形遊びについて
（1）学習指導要領との関わり
　学習指導要領解説において、造形遊びは
次のようにも述べられている。
　「この造形活動は、大きく二つの側面に
分けて捉えることができる。一つは、材料
やその形や色などに働きかけることから始
まる側面と、もう一つは、自分の表したい
ことを基に、これを実現していこうとする
側面である。」 4）
　「児童の遊びには、人が本来もっている、
生き生きと夢中になって活動する姿を見る
ことができる。遊びにおいて、児童は、自
ら身の回りの世界に進んで働きかけ、いろ
いろと手掛けながら、自分の思いを具体化
するために必要な資質・能力を発揮してい
る。そこには心と体を一つにして全身的に
関わりながら、多様な試みを繰り返し、成
長していく姿がある。」 5）
　この二つのうち、前者の「材料やその形
や色などに働きかけることから始まる側
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面」と後者の「自ら身の回りの世界に進ん
で働きかけ、いろいろと手掛けながら、」
には、子供の生まれ持った姿・行為の様相
として外界には働きかけるということが述
べられていても、なぜ子供がそういう行為
に駆られるのかは述べられていない。
　そして、「大まかな内容は、児童が材料
などに進んで働きかけ、自分の感覚や行為
を通して捉えた形や色などからイメージを
もち、思いのままに発想や構想を繰り返
し、技能を働かせてつくることである。学
習活動としては、想像したことをかく、使
うものをつくるなどの主題や内容をあらか
じめ決めるものではなく、児童が材料や場
所、空間などと出会い、それらに関わるな
どして、自分で目的を見付けて発展させて
いくことになる。」 6）というように、その造
形活動があたかも自然発生的なものとして
扱われ、その目的もまた子供達に任せて進
めていくと述べられている。以後、本稿で
述べる「祭祀としての造形遊び」を「造形
遊びの痕跡」とし、学習指導要領に述べら
れている造形遊びと区別する意味でそれを
「教科としての造形遊び」として、論考を
進める。
（2）造形遊びの痕跡
　子供達が校庭に残した「造形遊びの痕跡
（以後、痕跡）」を挙げる。いずれの痕跡も
校庭に落ちている自然物のみで構成され、
四季折々に春や夏、秋の色彩を持つものも
あれば、寒々とした冬の、霜の降りた木の
棒だけで構成されたものもある。台風の後
には、折れた枝や葉が散乱している。子供
達はそれらを季節の贈り物として拾い集
め、造形遊びを行なって痕跡を残すのであ
る。
　図 1 は秋も深まった校庭の砂地に、紅葉
してわずかに残った落ち葉と植物の葉、木
の棒、石で構成したものである。中心には
不揃いながらも大きさの近い石と薄い緑の
草の葉、モミジが積み重ねられ、それを囲
むように木の棒が規則的に並べて刺してあ
る。木の棒はどれも切っ先が鋭く垂直に立
てられ、こうした形は城壁や先端に剣をつ
けた金属の棒を並べた塀のように、中にあ
るものを守るかの如く並べられている。こ
の痕跡の意味するものは、精神科医である
岩井の円についての解釈によれば、「この
場合の棲みかは、外界の不安からの保護が
中心になっていて、この閉じられた空間は
子宮的密閉空間である。」 7）ということであ
る。校庭に残る痕跡の多くが円で構成され
図 1
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ているのは、子供達が意識せずに、円が外
界と内界を隔て内部を保護する働きがあ
り、仏教や密教でいうところの「結界」と
して閉じられた空間領域をつくろうとする
活動であると考えられる。図 2 の痕跡も図
1 と同様に石と雑草の葉をちぎったもの、
木の枝で構成されている。この痕跡は、集
められた石の上に青々とした雑草が散りば
められており、全体的な形は円であるが木
の枝は円として地面に刺した壁のように置
かれてはおらず、寝かせた枝は同じ方向に
並べられている。こうした痕跡が造形遊び
であるとするのは学習指導要領に述べられ
ている「『造形遊びをする』では、児童が
自ら材料や場所などに働きかけ、そこから
発想していく。材料としては、児童が関心
や意欲をもつ、土や砂、粘土や木切れ、紙、
絵の具など、児童に身近なものが考えられ
る。活動としては、砂場で穴を掘ったり、
新聞紙を丸めたり、特徴のある場所を探し
たりするなどから始まることが考えられ
る。」 8）という記述とほぼ合致するからであ
る。しかし図画工作の教科として、「そこ
では、材料や用具についての経験や技能を
総合的に生かすなどの活動も見られる。こ
のように、『造形遊びをする』は単に遊ば
せることが目的ではなく、進んで楽しむ意
識をもたせながら、資質・能力を育成する
意図的な学習である。」 9）となり、子供達の
自発的な行為ではなく教科としての目的を
持たせなければ「造形遊び」は成立しない
とある。では、「児童が関心や意欲をもつ、
土や砂、粘土や木切れ、紙、絵の具など、
児童に身近なもの」さえあれば子供達はこ
うした痕跡を残すのであろうか。子供達が
関心をもつ自然物や人工物を校庭などの好
きな場所に並べてみなさいという教師の指
示で、こうした円を基調とした色や形の構
成・痕跡は残らない。子供達が残す円形の
痕跡は、何かしら子供達にとって必然性が
あるからこそ生まれるものであり、子供達
を突き動かしている根本的な理由こそが、
前述したように「祭祀を執り行う行為者が
ある特定のモノを用いて、一定の場・空間
においてカミ・精霊・祖霊などの不可視の
超自然的な存在（supernatural being）に対
し、何らかの働きかけ」であることから造
形遊びの祭祀としての性質（祭祀性）をも
つと考えられるのである。
　図 3 は、抽象度が極端に高い円としての
形である。これは子供が金属製の円筒を地
面に押しつけたものであり円の一部が崩れ図 2
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て真円としての痕跡を残すに至らなかっ
た。
　ではなぜ子供達の痕跡は円形が多いの
か。それは岩井の言う、「乳児は生後 1年
半くらいから乱画と称して、鉛筆やクレヨ
ンを持たせると円のような意味のない乱れ
た形を描く。それは単に自動的に手を動か
しているように見えるが、実は主体的表現
行為の始まり」 10）なのであり、「円といえ
ば、まず念頭に浮かぶのは、密教の曼荼羅
図や原始キリスト教の四天使の図像であろ
う。いずれも円をひとつの心理学的な象徴
として用いており、存在の根源的な姿や宇
宙のたたずまいを表すのに円を使ってい
る。それはたぶん、赤ちゃんが生後いちば
ん最初に円を描くのとなんらかの関係があ
るのであって、人間の根源的なもの、ある
いは人間の生誕以前の神様や宇宙を含めた
元型心理と関係があるのであろう。つま
り、円は人間の無意識や元型を表すのに
もっともふさわしい形なのである。」 11）と
する。
　図 4 は円の形を掘った中に落ち葉と木の
枝を敷きつめた痕跡である。固い土は堀り
にくく、深さも浅いものになるが、左に見
える埋まった石と土、そして砂地の比較的
柔らかいこの部分を見つけて祭祀性を感じ
させる行為を行なっており、右上に細く掘
りを足し、木の枝を橋のように渡してある
など円の形を崩す行為も行われている。図
5 のように柔らかい砂地では、より自由な
形の痕跡を残している。中心に 2つの円が
あり、各々が緑の葉と枯れた落ち葉で満た
され、その 2つの円の外側に円が土と区別
される薄い色の砂で描かれている。その円
の周囲に 3つの円が 1つ 1つ異なった表現
で配置されている。確かに学習指導要領で
述べられている「児童が、つくる過程その
ものを楽しむ中で『つくり、つくりかえ、
つくる』という学びの過程を経験してい
る。
　児童は一度つくって満足することもある
図 3 図 4
41
Sakushin Gakuin University Bulletin No.9 2019.3
祭祀としての造形遊び
が、つくっている途中で考えが変わって、
つくりかえることもある。」 12）、「次々に試
したり、前につくったものと今つくりつつ
あるものの間を行きつ戻りつしたり、再構
成をしたり、思ったとおりにいかないとき
は考えや方法を変えたりして、実現したい
思いを大切にして活動」 13）が見られる。し
かし、本稿で問題とするのは、子供達がな
ぜこのような行為を行うかなのであり、そ
こに祭祀としての性質がうかがわれる行為
であるとするものである。太古の時代から
こうした行為は行われてきたのであろう
が、地面に掘られた穴や植物や石、木の枝
などで構成されたものは痕跡をとどめな
い。強いて挙げるなら、ストーンヘンジの
ように石で構成されたものである。しかし
それが作られた時に植物の何かと組み合わ
されていたかどうかについては知る由もな
い。
　図画工作科の授業で 6年生に、「校庭に
穴を掘ろう」と提案した造形遊びの時間を
行ない、子供達は小さな時の砂場遊びを、
（6 年生になってまでなぜ穴を掘るのか）
との思いで何となく始めた活動であった
が、時間が経つに連れて穴掘りに集中しだ
した。どんな穴を掘るのかについて、すべ
て子供達に任せてみると、やはり図 6 のよ
うにいくつかの深い穴とそれを囲む円な
ど、円を表現する子供が出てくる。地面に
深く掘られた穴に何か特別な好奇心や恐怖
心を持つのは人としての根源的な理由があ
ると思われるがそれについては別稿に譲り
たい。図 7 のような子供らしい穴も、もち
ろん多い。
　子供達の痕跡に円の形が多く見られるこ
とについては、図 8 のように完全な円形で
なかったり、掃き集められた形であるもの
や、図 9 のように砂を寄せていって自然と
円の形になったと思われるものもある。
図 5
図 6
図 7
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　相撲やボクシングが、人が周りを囲む人
方屋という戦いの場の在り方から始まり、
今も丸い円である土俵やアマチュア・レス
リング、四角くロープで囲ってあってもリ
ングという名称を残すのも、縄文時代の住
居が円形の竪穴式住居であるなど、人と円
との関わりは、さらに追究が必要と思われ
る。
3 ．造形遊びのさらなる祭祀性
　埋葬について、民俗学者の上井久義は、
「物部村の南部にある影仙頭でも、昭和
五十七年に次のような伝承を採集したので
紹介しておく。（中略）続いて野辺送りの
行列が出発する。棺の前にユミモチの役が
一人行く。これは弓矢を持ち、腰に鉈をさ
げる。昔は刀をさしていたという。棺が墓
につくと、この鉈を左手に持って棺を括っ
ていた縄を切り、土中に納める。土盛りの
上にムシ石を置き、その上にオガミ石を置
く。その前に石灰岩の白い拳大の石を四個
か五個置く。これをマナゴ石という。」 14）
と述べている。前述したように、これもま
た石を置くという行為が配石遺構の解釈と
して墓地であるのか祭祀であるのか、どち
らにしても人が集団意識として、神や霊の
存在を感じていたことが、石を媒体として
子供達の中に引き継がれていると考えられ
るのである。
　子供達の造形遊びの痕跡は、円形が多く
閉じられた空間を表すものが多いのは、今
はほとんど失われてしまった子供達の昔遊
びで、立っている子供の周りの土の上に円
を描いて、その中が汚れた場所であること
を囃し立てる行為や、小石を使った陣取り
図 8 図 9
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ゲームのスタートが自分の手をコンパス代
わりに描いた円であったり、自分の立つ場
所をあたかも結界を張るがごとく円で囲む
など、無意識のうちに閉じられた空間をつ
くる。これも岩井が述べる、「ガンダーラ
の石窟寺院にせよ、タンカのスピトク寺院
にせよ、ピラミッドにせよ、閉じられた形
のもつ魅力は、形を通して人間の内界に潜
む存在の重みをひそかに早期させるところ
にある。内へと凝縮していく形は、人間心
理の最深層へと通ずるものであり、こころ
の秘密の部分への経路であり、人間の心の
原点を開く伴である。絵画にせよ彫刻にせ
よ、閉じられた形を通して造形的魅力を表
現するためには、表現する者の最深奥の心
の部分が、一つの形に寄託されなければな
らないのである。」 15）ということであろう。
4 ．おわりに
　子供達の自然発生的な造形遊びが祭祀と
しての性質を持つことを校庭に残された痕
跡のをもとに述べてきた。ではそれが教科
として、図画工作における造形遊びの「単
に遊ばせることが目的ではなく、進んで楽
しむ意識をもたせながら、資質・能力を育
成する意図的な学習」との関係はどうなの
かという疑問は残る。図画工作の資質・能
力は、授業の中の教師の意図、授業のねら
いのもとでしか養われないということなの
だろうか。宗教性を除外して考えてみる
と、祭祀という行為に含まれる諸々は自然
物を加工したものに加えて、金属の加工、
金属品を祭祀に用いるようになるにつれ
て、図画工作を広義な芸術のあり方の一つ
として考えるに、祭祀の進化が芸術の発展
を支えてきたという側面は否めない。古典
学者のジェーン・エレン・ハリスンは、
「芸術と祭祀の区別は、長いあいだわたし
たちにつきまとい、わたしたちを悩ませて
きたが、いまやまったく明らかとなり、そ
れらおのおのと現実生活との関係もまた部
分的に明らかとなる。祭祀はわたしたちが
見たように生活の再表象であるか前表象で
あり、再行為であるか前行為であり、写し
であるか模倣であるか－そしてこれが重要
な点だが－常に実践的目的をもっている。
芸術も同じく、生活および生活の情緒の表
現であるが、直接の行為から切断されてい
る。行為は表現されうるし、またしばしば
表現されているが、しかしそれはそれ以上
の実践的目的に到達するためではない。芸
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術の目的はそれ自体にある。その価値は間
接的ではなくて非間接的 immediateである。
かくして祭祀は、現実生活と芸術とのあい
だのいわば一つの橋となる。」 16）と述べて
いる。祭祀としての造形遊びは、縄文の時
代から引き継いできた集団意識としての神
や霊的なものとの無意識の内にある交流
（または埋葬）という実践的な目的のうち
に為される行為であるが、広義の芸術であ
る図画工作という教科の中で行われる造形
遊びではそうした目的がなく行為そのもの
が目的と化す。なので、ジェーンの言葉を
借りれば、子供達の祭祀としての造形遊び
があってそこから一つの橋が伸びるように
図画工作と繋がっていくと考えられよう。
　図画工作科としての造形遊びでは、その
材料として「土や砂、粘土や木切れ、紙、
絵の具」などが学習指導要領に挙げられて
いる。それら材料の原初は自然物であり、
屋外の活動を想定している。子供達に限ら
ず、家の前まで舗装された現代において、
子供も大人も通勤時に土の上を歩いてくる
人はほとんどおらず、日常生活は、今やテ
クノロジーを抜きにして語ることができな
い。造形遊びは大人のノスタルジーとして
子供達を古き良き時代に回帰させたいので
あろうか。そうした時代の変化にも関わら
ず、祭祀は形を変えながらも面々と受け継
がれている。これから祭祀としての造形遊
びについて考えを深めていく所存である。
註
1）  「小学校学習指導要領解説　図画工作編　
第 2章　第 1節　図画工作科の目標　 1教
科の目標　⑴教科の目標について」，2017，
p21.
2） 前掲　第 2章　第 2節　図画工作科の内容　
1内容の構成　⑴『A表現』」，p26.
3） 「祭祀の時空―ヒト・モノ・異界の接点―」
國學院大學伝統文化リサーチセンター研究
紀要　第 1号，2009，p25.
4）  「小学校学習指導要領解説　図画工作編」，
第 2 章　第 2 節　 1 内容の構成，2017，
p21．
5）  前掲．第 2章　第 2節　図画工作科の内容 
2各領域及び〔共通事項〕の内容，p26．
6）  前掲．第 2章　第 2節　図画工作科の内容 
2各領域及び〔共通事項〕の内容，p26．
7）  岩井寛「色と形の深層心理」，NHKブック
ス，1986，p152．
8）  「小学校学習指導要領解説　図画工作編」．
第 2章　第 2節　図画工作科の内容 2各領
域及び〔共通事項〕の内容，2017，p26．
9）  前掲．第 2章　第 2節　図画工作科の内容 
2各領域及び〔共通事項〕の内容，p26．
10）  岩井寛前掲，p26．
11）  岩井寛前掲，p126．
12）  「小学校学習指導要領解説　図画工作編」．
第 2章　第 2節　図画工作科の内容 2各領
域及び〔共通事項〕の内容，2017，p26．
13）  前掲．第 2章　第 2節　図画工作科の内容 
2各領域及び〔共通事項〕の内容，p27．
14）  上井久義「日本古代の親族と祭祀」，人文
書院，1988，p 127．
15）  岩井寛，前掲，p159．
16）  ジェーン・エレン・ハリスン著，星野徹
訳，「古代の芸術と祭祀」，叢書・ウニベル
シタス，法政大学出版局，1974，p109．
45
Sakushin Gakuin University Bulletin No.9 2019.3
祭祀としての造形遊び

